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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハイブリッド式の局ごとおよびフローごとにアップリンク割り当てを実行するための方
法であって、
　少なくとも１つのフローに関するアップリンクリソース割り当てを要求するステップと
、
　アップリンクリソース割り当てを受信するステップと、
　前記割り当てられたアップリンクリソースに関する意図されたフロー情報の利用可能性
を判定するステップと、
　前記意図されたフロー情報が利用可能であるという条件で、前記割り当てられたアップ
リンクリソースに関する利用可能な前記意図されたフロー情報の適用可能性を判定するス
テップと、
　前記意図されたフロー情報が適用可能であるという条件で、前記意図されたフロー情報
の適用の上で、前記割り当てられたアップリンクリソースを用いてデータを送信するステ
ップであって、前記割り当てられたアップリンクリソースの使用は、基地局決定である、
ステップと、
　前記意図されたフロー情報が利用不可能であるという条件で、前記割り当てられたアッ
プリンクリソースを用いてデータを送信するステップであって、前記割り当てられたアッ
プリンクリソースの使用は、局決定である、ステップと
　を含むことを特徴とする方法。
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【請求項２】
　前記意図されたフロー情報の前記適用は、前記割り当てられたアップリンクリソースの
使用に関して、意図されたフローに優先度を割り振ることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記割り当てられたアップリンクリソースは、アップリンクの永続的割り当てリソース
またはアップリンクのグループリソース割り当てリソースのうちの少なくとも１つである
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つの前記フローは、グループに関連付けられることを特徴とする請求項３
に記載の方法。
【請求項５】
　前記意図されたフロー情報の前記適用は、前記意図されたフローを供給した後、残った
アップリンクリソースを用いてその他のフローの送信を許すことを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記意図されたフロー情報の前記適用は、少なくとも１つのその他のフローからの緊急
のデータの送信を許すことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記意図されたフロー情報は、永続的割り当て情報要素の巡回冗長検査を局の識別情報
およびフローの識別情報を用いてマスクすることによって与えられることを特徴とする請
求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記意図されたフロー情報は、フローとアップリンクの永続的割り当てリソースとの間
で割り当て周期性または割り当てサイズのうちの少なくとも１つをマッチングすることに
よって決定される前記アップリンクの永続的割り当てリソースに関することを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ハイブリッド式の局ごとおよびフローごとのアップリンク割り当てを実行するための無
線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　送信機と、
　受信機と、
　前記受信機および前記送信機と通信するプロセッサと
を備え、
　前記プロセッサは、少なくとも１つのフローに関するアップリンクリソース割り当てを
要求するように構成され、
　前記受信機は、アップリンクリソース割り当てを受信するように構成され、
　前記プロセッサは、前記割り当てられたアップリンクリソースに関する意図されたフロ
ー情報の利用可能性を判定するように構成され、
　前記意図されたフロー情報が利用可能であるという条件で、前記プロセッサは、割り当
てられたアップリンクリソースに関する利用可能な前記意図されたフロー情報の適用可能
性を判定するように構成され、
　前記意図されたフロー情報が適用可能であるという条件で、前記送信機は、前記意図さ
れたフロー情報の適用の上で、前記割り当てられたアップリンクリソースを用いてデータ
を送信するように構成され、前記割り当てられたアップリンクリソースの使用は、基地局
決定であり、
　前記意図されたフロー情報が利用不可能であるという条件で、前記送信機は、前記割り
当てられたアップリンクリソースを用いてデータを送信するように構成され、前記割り当
てられたアップリンクリソースの使用は、局決定であることを特徴とする無線送受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）。
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【請求項１０】
　前記意図されたフロー情報の前記適用は、前記割り当てられたアップリンクリソースの
使用に関して、意図されたフローに優先度を割り振ることを特徴とする請求項９に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記緊急のデータは、緊急媒体アクセス制御（ＭＡＣ）メッセージであることを特徴と
する請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　前記緊急のデータは、救急サービスデータであることを特徴とする請求項６に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記割り当てられたアップリンクリソースは、アップリンクの永続的割り当てリソース
またはアップリンクのグループリソース割り当てリソースのうちの少なくとも１つである
ことを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　少なくとも１つの前記フローは、グループに関連付けられることを特徴とする請求項１
３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記意図されたフロー情報の前記適用は、前記意図されたフローを供給した後、残った
アップリンクリソースを用いてその他のフローの送信を許すことを特徴とする請求項９に
記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記意図されたフロー情報の前記適用は、少なくとも１つのその他のフローからの緊急
のデータの送信を許すことを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記緊急のデータは、緊急媒体アクセス制御（ＭＡＣ）メッセージであることを特徴と
する請求項１６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記緊急のデータは、救急サービスデータであることを特徴とする請求項１６に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記意図されたフロー情報は、永続的割り当て情報要素の巡回冗長検査を局の識別情報
およびフローの識別情報を用いてマスクすることによって与えられることを特徴とする請
求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記意図されたフロー情報は、フローとアップリンクの永続的割り当てリソースとの間
で割り当て周期性または割り当てサイズのうちの少なくとも１つをマッチングすることに
よって決定される前記アップリンクの永続的割り当てリソースに関することを特徴とする
請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［関連出願の相互参照］
　本出願は、２０１０年３月１日に出願された米国特許仮出願第６１／３０９，１３５号
明細書の利益を主張するものであり、この仮出願の内容は、参照により本明細書に援用さ
れる。
【０００２】
　本出願は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００３】
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　スケジューリングに基づく媒体アクセス制御メカニズムを用いるコネクションに基づく
サービス品質（ＱｏＳ）管理が、無線通信において提供され得る。例えば、ＩＥＥＥ（Ｉ
ｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅ
ｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１６において、８０２．１６媒体アクセス制御（ＭＡＣ）は
、スケジューリングに基づく媒体アクセス制御メカニズムを用いるコネクションに基づく
ＱｏＳ管理を提供し得る。アップリンク（ＵＬ）に関して、加入者は、各ＵＬコネクショ
ン／サービスフローに対するそれらの加入者のＵＬリソースのニーズをシグナリングする
ことができ、基地局が、加入者に対してＵＬリソースを付与することができる。しかし、
基地局の付与は、それぞれの個々のコネクション／サービスフローに対応しない可能性が
ある。言い換えると、ＵＬリソース要求は、コネクションごとである可能性があり、ＵＬ
リソースの割り当ては、加入者局ごとである可能性がある。これは、割り当てマップ（ａ
ｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｍａｐ）（ＭＡＰ）情報要素（ＩＥ）に加入者の複数のコネクショ
ンのためのリソースを割り当てさせることによってリソース割り当てのオーバーヘッドを
最小化するために、および／または加入者が割り当てられたＵＬリソースを効率的かつ効
果的に使用するための柔軟性をもたらすために実行され得る。例えば、これは、加入者が
、複数のコネクションからのＭＡＣデータを連結することによって割り当てられたリソー
スを満たすことを可能にすることができ、加入者がリアルタイムの調整を実行することを
可能にすることもできる。
【０００４】
　コネクションごと（フローごととも呼ばれる）のＵＬ割り当てが有益である可能性があ
るいくつかの場合が存在し得る。例えば、アドバンスト基地局（ａｄｖａｎｃｅｄ　ｂａ
ｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）（ＡＢＳ）は、ＵＬリソースをアドバンスト移動局（ａｄｖａｎ
ｃｅｄ　ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）（ＡＭＳ）に、ＷＴＲＵのそのアクティブなコ
ネクションのＵＬトラフィックのニーズ、例えば、データの量、遅延の許容範囲などにつ
いての基地局の知識、および基地局のリアルタイムのＵＬトラフィックの負荷に基づいて
割り当てることができる。ＵＬ割り当てに関して、基地局は、ＵＬの割り当てがＷＴＲＵ
のアクティブなコネクションの間にどのように分配されるべきかに関するその基地局独自
の意図を有する可能性がある。しかし、典型的な８０２．１６の局ごとのＵＬ割り当てを
用いると、基地局の意図される情報が、ＷＴＲＵで利用できない可能性がある。したがっ
て、各コネクションのための帯域幅の要求および付与について、ＡＭＳが基地局とより良
好な同期を達成することを助けるために、そのような情報をＡＭＳにプロビジョニングす
ることが望ましい。これは、断片化の確率を減らすことができ、ＵＬの帯域幅の要求／付
与プロセスにおいて自己修正を行うために総帯域幅要求（ａｇｇｒｅｇａｔｅ　ｂａｎｄ
ｗｉｄｔｈ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を送信する必要性を減らすこともできる。したがって、制
御のオーバーヘッドおよび処理の負荷が削減されることができ、その結果、システムの効
率が改善され得る。
【０００５】
　フロー／コネクションごとおよび局ごとのＵＬ割り当てを行うための方法が、ＵＬの制
御の効率を向上するため、およびさらにＵＬリソースの利用を改善するために必要とされ
る可能性がある。
【発明の概要】
【０００６】
　ハイブリッド式の局ごとおよびフロー／コネクションごとのアップリンク割り当てを実
行するための方法および装置が、説明される。装置は、ハイブリッド式のフロー／コネク
ションごとおよび局ごとのアップリンク（ＵＬ）リソース割り当てを実施して、ＵＬの制
御の効率およびＵＬリソースの利用を改善することができる。装置は、意図されるフロー
情報を示す明示的または暗黙的指示を有する信号でＵＬリソース割り当てを送信または受
信するように構成され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
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　添付の図面と併せて例として与えられる以下の説明から、詳細な理解が得られるであろ
う。
【０００８】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示された実施形態が実装され得る例示的な通信システムの
システム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示された通信システム内で使用され得る例示的な無線送受信ユニット
（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｔｒａｎｓｍｉｔ／ｒｅｃｅｉｖｅ　ｕｎｉｔ）（ＷＴＲＵ）のシ
ステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示された通信システム内で使用され得る例示的な無線アクセスネット
ワークおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２】例示的なハイブリッド式のフローごとおよび局ごとのＵＬリソース割り当てメカ
ニズムの高レベルの流れ図である。
【図３】無線送受信ユニットのフローがグループに割り振られ得るときに、意図されるフ
ロー情報がグループ設定メッセージによってシグナリングされることができる例示的なハ
イブリッド式のフローごとおよび局ごとのＵＬグループリソース割り当て（ｇｒｏｕｐ　
ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ）（ＧＲＡ）メカニズムの高レベルの流れ図で
ある。
【図４】ＷＴＲＵがグループに割り振られ得るときに、意図されるフロー情報が明示的に
または暗黙的にシグナリングされることができる例示的なハイブリッド式のフローごとお
よび局ごとのＵＬ　ＧＲＡメカニズムの高レベルの流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示された実施形態を実施することができる例示的な通信
システム１００を示す図である。通信システム１００は、複数の無線ユーザに音声、デー
タ、映像、メッセージング、放送などのコンテンツを提供する多元接続システムでありう
る。通信システム１００は、無線帯域幅を含むシステムリソースを共有することによって
複数の無線ユーザがそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にする。例えば、通
信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周
波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭ
Ａ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などの１つまたは複数のチャネルアクセス方法を使用することがで
きる。
【００１０】
　図１Ａに示すように、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４、コア
ネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、およ
びその他のネットワーク１１２を含み得る。なお、開示された実施形態では、任意の数の
ＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素とすることができる
ことが理解されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、
無線環境において動作および／または通信するように構成された任意の種類のデバイスで
ある可能性がある。例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無
線信号を送信および／または受信するように構成されることができ、ユーザ機器（ＵＥ）
、移動局、加入者、加入者局、アドバンスト移動局（ＡＭＳ）、固定または移動加入者ユ
ニット、ページャ、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトッ
プ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、タッチパッド、無線センサー、家庭用電化
製品などを含み得る。
【００１１】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂも含み得る。基地局１１
４ａ、１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６、インターネット１１０、および
／またはネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワークへのアクセスを容
易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少なくとも
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１つと無線でインターフェースをとるように構成された任意の種類のデバイスである可能
性がある。例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、無線基地局（ＢＴＳ）、アドバンス
ト基地局（ＡＢＳ）、Ｎｏｄｅ－Ｂ、ｅＮｏｄｅＢ、ホームＮｏｄｅＢ（Ｈｏｍｅ　Ｎｏ
ｄｅ　Ｂ）、ホームｅＮｏｄｅＢ（Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅ　Ｂ）、サイトコントローラ、
アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルータなどである可能性がある。基地局１１４ａ、１１
４ｂはそれぞれ単一の要素として示されているが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の
数の相互に接続された基地局および／またはネットワーク要素を含み得ることが理解され
るであろう。
【００１２】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の一部であることができ、ＲＡＮ１０４は、その他の
基地局、および／またはＢＳＣ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、
ＲＮＣ（ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、中継ノードなどのネッ
トワーク要素（図示せず）も含み得る。基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは
、不図示のセルと呼ばれる特定の領域内で無線信号を送信および／または受信するように
構成され得る。セルは、セルのセクタにさらに分割され得る。例えば、基地局１１４ａに
関連するセルは、３つのセクタに分割され得る。したがって、一実施形態において、基地
局１１４ａは、３つのトランシーバ、すなわち、セルの各セクタに対して１つのトランシ
ーバを含み得る。別の実施形態において、基地局１１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）
技術を使用することができ、したがって、セルの各セクタに対して複数のトランシーバを
利用する可能性がある。
【００１３】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の好適な無線通信リンク（例えば、無線周波数（Ｒ
Ｆ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）である（１つまたは
複数の）無線インターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、
１０２ｄのうちの１つまたは複数と通信することができる。無線インターフェース１１６
は、任意の好適な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いて確立され得る。
【００１４】
　より具体的には、上述のように、通信システム１００は、多元接続システムである可能
性があり、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの１つまた
は複数のチャネルアクセススキームを使用する可能性がある。例えば、ＲＡＮ１０４内の
基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ
ＣＤＭＡ）を用いて無線インターフェース１１６を確立することができるＵＭＴＳ（Ｕｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ
）ＵＴＲＡ（Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）などの無線技術を実
装することができる。ＷＣＤＭＡは、ＨＳＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　
Ａｃｃｅｓｓ）および／またはＨＳＰＡ＋（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡ）などの通信プロ
トコルを含み得る。ＨＳＰＡは、ＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ
　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）および／またはＨＳＵＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｕ
ｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）を含み得る。
【００１５】
　別の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）および／またはＬＴＥ－Ａｄｖ
ａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）を用いて無線インターフェース１１６を確立することができる
Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃ
ｃｅｓｓ）などの無線技術を実装することができる。
【００１６】
　その他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃは、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅ
ｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、ＣＤＭＡ
２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（
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Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　２０００）、ＩＳ－９５（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａ
ｎｄａｒｄ　９５）、ＩＳ－８５６（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　８５６）、Ｇ
ＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎｓ）、ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　Ｇ
ＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ　ＥＤＧＥ）などの無線技術を実装す
ることができる。
【００１７】
　その他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃは、上述の無線技術の任意の組み合わせを実装することができる。例えば、基地局１
１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、それぞれＷＣＤＭＡを用いた１
つの無線インターフェースおよびＬＴＥ－Ａを用いた１つの無線インターフェースを同時
に確立することができるＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡなどの二重の無線技術をそれぞれが
実装することができる。
【００１８】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄ
ｅＢ、またはアクセスポイントである可能性があり、事業所、家庭、車両、キャンパスな
どの局所的な地域で無線接続を容易にするための任意の好適なＲＡＴを利用することがで
きる。一実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、無線
ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立するためのＩＥＥＥ８０２．１１などの
無線技術を実装することができる。別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲ
Ｕ１０２ｃ、１０２ｄは、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するた
めのＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実装することができる。さらに別の実施形態
において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラに基づくＲＡＴ
（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用し
てピコセルまたはフェムトセルを確立することができる。図１Ａに示されたように、基地
局１１４ｂは、インターネット１１０への直接的なコネクションを有する可能性がある。
したがって、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介してインターネット１１０
にアクセスするように要求されない可能性がある。
【００１９】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信している可能性があり、コアネットワ
ーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複
数に音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ
　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サービスを提供するように構成された任意の種
類のネットワークである可能性がある。例えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、課
金サービス、モバイルの位置に基づくサービス、プリペイド電話、インターネット接続、
映像配信などを提供し、および／またはユーザ認証などの高レベルのセキュリティ機能を
実行することができる。図１Ａには示されていないが、ＲＡＮ１０４および／またはコア
ネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用するその
他のＲＡＮと直接的または間接的に通信している可能性があることが理解されるであろう
。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用している可能性があるＲＡＮ１０４に接続される
ことに加えて、コアネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ（図示
せず）とも通信している可能性がある。
【００２０】
　コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰＳ
ＴＮ１０８、インターネット１１０、および／またはその他のネットワーク１１２にアク
セスするためのゲートウェイとしても働くことができる。ＰＳＴＮ１０８は、ＰＯＴＳ（
ｐｌａｉｎ　ｏｌｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供する回線交換電話ネ
ットワークを含み得る。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコ
ルスイートの伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）
、およびインターネットプロトコル（ＩＰ）などの共通の通信プロトコルを使用する相互
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に接続されたコンピュータネットワークおよびデバイスの全世界的なシステムを含み得る
。ネットワーク１１２は、その他のサービスプロバイダによって所有および／または運用
される有線または無線通信ネットワークを含み得る。例えば、ネットワーク１１２は、Ｒ
ＡＮ１０４と同じＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用する可能性がある１つまたは複数の
ＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含み得る。
【００２１】
　通信システム１００のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部または
すべては、マルチモード機能を含む可能性があり、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを介して異なる無線ネットワークと通信す
るための複数のトランシーバを含む可能性がある。例えば、図１Ａに示されたＷＴＲＵ１
０２ｃは、セルラに基づく無線技術を使用することができる基地局１１４ａと、およびＩ
ＥＥＥ８０２無線技術を使用することができる基地局１１４ｂと通信するように構成され
得る。
【００２２】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示されたように、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送信／受信要素１２２、スピ
ーカー／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、
取り外し不可能なメモリ１３０、取り外し可能なメモリ１３２、電源１３４、ＧＰＳ（ｇ
ｌｏｂａｌ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）チップセット１３６、およびその
他の周辺機器１３８を含み得る。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態に準拠したまま、上述の要
素の任意の部分的な組み合わせを含み得ることが理解されるであろう。
【００２３】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、通常のプロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連する１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意のそ
の他の種類の集積回路（ＩＣ）、状態機械などである可能性がある。プロセッサ１１８は
、信号の符号化、データ処理、電力制御、入力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０
２が無線環境で動作することを可能にする任意のその他の機能を実行することができる。
プロセッサ１１８は、トランシーバ１２０に結合されることができ、トランシーバ１２０
は、送信／受信要素１２２に結合されることができる。図１Ｂはプロセッサ１１８および
トランシーバ１２０を別個のコンポーネントとして示すが、プロセッサ１１８およびトラ
ンシーバ１２０は、電子的なパッケージまたはチップに一緒に統合可能であることが理解
されよう。
【００２４】
　送信／受信要素１２２は、無線インターフェース１１６を介して基地局（例えば、基地
局１１４ａ）に信号を送信するか、または基地局（例えば、基地局１１４ａ）から信号を
受信するように構成され得る。例えば、一実施形態において、送信／受信要素１２２は、
ＲＦ信号を送信および／または受信するように構成されたアンテナである可能性がある。
別の実施形態において、送信／受信要素１２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光信
号を送信および／または受信するように構成されたエミッタ／ディテクタである可能性が
ある。さらに別の実施形態において、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号の両方
を送信および受信するように構成され得る。送信／受信要素１２２は、無線信号の任意の
組み合わせを送信および／または受信するように構成され得ることが理解されるであろう
。
【００２５】
　加えて、送信／受信要素１２２は、図１Ｂにおいて単一の要素として示されているが、
ＷＴＲＵ１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含み得る。より具体的には、ＷＴ
ＲＵ１０２は、ＭＩＭＯ技術を使用することができる。したがって、一実施形態において
、ＷＴＲＵ１０２は、無線インターフェース１１６を介して無線信号を送信および受信す
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るために２つ以上の送信／受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含み得る。
【００２６】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されることになる信号を変
調し、送信／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成され得る。上
述のように、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード機能を有する可能性がある。したがって、
トランシーバ１２０は、ＷＴＲＵ１０２が例えばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１な
どの複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための複数のトランシーバを含み得
る。
【００２７】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカー／マイクロホン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）ディスプレイユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユ
ニット）に結合されることができ、それらからユーザ入力データを受信することができる
。プロセッサ１１８は、スピーカー／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、および／
またはディスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。さら
に、プロセッサ１１８は、取り外し不可能なメモリ１３０および／または取り外し可能な
メモリ１３２などの任意の種類の好適なメモリからの情報にアクセスし、そのメモリにデ
ータを記憶することができる。取り外し不可能なメモリ１３０は、ランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または任意のその他の
種類のメモリストレージデバイスを含み得る。取り外し可能なメモリ１３２は、加入者識
別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカ
ードなどを含み得る。その他の実施形態において、プロセッサ１１８は、サーバまたはホ
ームコンピュータ（図示せず）などの、ＷＴＲＵ１０２に物理的に置かれていないメモリ
からの情報にアクセスし、そのメモリにデータを記憶することができる。
【００２８】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ１０２内の
その他のコンポーネントに電力を分配し、および／またはその電力を制御するように構成
され得る。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に給電するための任意の好適なデバイスである
可能性がある。例えば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（例えば、ニッケルカド
ミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウム
イオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池などを含み得る。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、ＧＰＳチップセット１３６にも結合されることができ、ＧＰＳチ
ップセット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在位置に関する位置情報（例えば、経度および
緯度）を提供するように構成され得る。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、
またはＧＰＳチップセット１３６からの情報の代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例
えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）から無線インターフェース１１６を介して位置情報を
受信し、および／または２つ以上の近隣の基地局から受信されている信号のタイミングに
基づいてそのＷＴＲＵ１０２の位置を判定することができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形
態に準拠したまま、任意の好適な位置判定方法によって位置情報を取得することができる
ことが理解されるであろう。
【００３０】
　プロセッサ１１８は、その他の周辺機器１３８にさらに結合されることができ、その他
の周辺機器１３８は、追加的な特徴、機能、および／または有線もしくは無線接続を提供
する１つまたは複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含み得る。
例えば、周辺機器１３８は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメ
ラ（写真または動画用）、ＵＳＢ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ　ｂｕｓ）ポート
、振動デバイス、テレビトランシーバ、ハンズフリーハンドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）モジュール、ＦＭ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｍｏｄｕｌａｔｅｄ）ラジオユニ
ット、デジタル音楽プレーヤー、メディアプレーヤー、ビデオゲームプレーヤーモジュー
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ル、インターネットブラウザなどを含み得る。
【００３１】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。ＲＡＮ１０４は、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を使用して無線インターフェー
ス１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するＡＳＮ（ａｃｃｅｓ
ｓ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）である可能性がある。以下でさらに検討されるよ
うに、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、ＲＡＮ１０４、およびコアネットワーク
１０６の異なる機能エンティティ間の通信リンクは、リファレンスポイント（ｒｅｆｅｒ
ｅｎｃｅ　ｐｏｉｎｔ）として定義され得る。
【００３２】
　図１Ｃに示されたように、ＲＡＮ１０４は、基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、お
よびＡＳＮゲートウェイ１４２を含む可能性があるが、ＲＡＮ１０４は、実施形態に準拠
したまま任意の数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含み得ることが理解されるであろ
う。基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＲＡＮ１０４の特定のセル（図示せず）に
それぞれ関連付けられることができ、無線インターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つまたは複数のトランシーバをそれぞれが
含み得る。一実施形態において、基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術
を実装することができる。したがって、基地局１４０ａは、例えば、複数のアンテナを使
用して、ＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、ＷＴＲＵ１０２ａから無線信号を受信す
ることができる。基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ハンドオフのトリガー、トン
ネルの確立、無線リソース管理、トラフィックの分類、サービス品質（ＱｏＳ）ポリシー
の施行などのモビリティ管理機能を提供することもできる。ＡＳＮゲートウェイ１４２は
、トラフィックの集約点として働くことができ、ページング、加入者プロファイルのキャ
ッシュ、コアネットワーク１０６へのルーティングなどを担うことができる。
【００３３】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＲＡＮ１０４の間の無線インターフェース１
１６は、ＩＥＥＥ８０２．１６の仕様を実装するＲ１リファレンスポイントとして定義さ
れ得る。加えて、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれは、コアネットワー
ク１０６との論理インターフェース（図示せず）を確立することができる。ＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとコアネットワーク１０６の間の論理インターフェースは、認
証、認可、ＩＰホストの構成管理、および／またはモビリティ管理のために使用され得る
Ｒ２リファレンスポイントとして定義され得る。
【００３４】
　基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれの間の通信リンクは、ＷＴＲＵのハン
ドオーバー、および基地局間のデータの転送を容易にするためのプロトコルを含むＲ８リ
ファレンスポイントとして定義され得る。基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃとＡＳＮ
ゲートウェイ２１５の間の通信リンクは、Ｒ６リファレンスポイントとして定義され得る
。Ｒ６リファレンスポイントは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１００ｃのそれぞれに関
連するモビリティイベント（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｅｖｅｎｔ）に基づいてモビリティ管理
を容易にするためのプロトコルを含み得る。
【００３５】
　図１Ｃに示すように、ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６に接続され得る。ＲＡ
Ｎ１０４とコアネットワーク１０６の間の通信リンクは、例えばデータ転送およびモビリ
ティ管理機能を助けるためのプロトコルを含むＲ３リファレンスポイントとして定義され
得る。コアネットワーク１０６は、モバイルＩＰホームエージェント（ｍｏｂｉｌｅ　Ｉ
Ｐ　ｈｏｍｅ　ａｇｅｎｔ）（ＭＩＰ－ＨＡ）１４４、認証、認可、アカウンティング（
ＡＡＡ）サーバ１４６、およびゲートウェイ１４８を含み得る。上述の要素のそれぞれは
コアネットワーク１０６の一部として示されているが、これらの要素のうちの任意の要素
は、コアネットワークの運用者以外の主体によって所有および／または運用される可能性
があることが理解されるであろう。
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【００３６】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレスの管理を担うことができ、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃが、異なるＡＳＮおよび／または異なるコアネットワークの間をローミングす
ることを可能にすることができる。ＭＩＰ－ＨＡ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃがインターネット１１０などのパケット交換ネットワークにアクセスできるよ
うにして、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスの間の通信を容易
にすることができる。ＡＡＡサーバ１４６は、ユーザの認証およびユーザサービスのサポ
ートを担うことができる。ゲートウェイ１４８は、その他のネットワークとの網間接続を
容易にすることができる。例えば、ゲートウェイ１４８は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃがＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークにアクセスできるようにして、
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の固定電話回線通信デバイスの間の通信を
容易にすることができる。さらに、ゲートウェイ１４８は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃが、その他のサービスプロバイダによって所有および／または運用されるその
他の有線または無線ネットワークを含み得るネットワーク１１２にアクセスできるように
することができる。
【００３７】
　図１Ｃには示されていないが、ＲＡＮ１０４は、その他のＡＳＮに接続される可能性が
あり、コアネットワーク１０６は、その他のコアネットワークに接続される可能性がある
ことが理解されるであろう。ＲＡＮ１０４とその他のＡＳＮの間の通信リンクは、ＲＡＮ
１０４とその他のＡＳＮの間でＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのモビリティを調
整するためのプロトコルを含み得るＲ４リファレンスポイントとして定義され得る。コア
ネットワーク１０６とその他のコアネットワークの間の通信リンクは、ホームコアネット
ワークと滞在先のコアネットワークの間の網間接続を容易にするためのプロトコルを含み
得るＲ５リファレンスとして定義され得る。
【００３８】
　説明を目的として、さまざまな実施形態が、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅ
ｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．
１６との関連で示されるが、さまざまな実施形態は、任意の無線通信技術で実装され得る
。無線通信技術の一部の例示的な種類は、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒ
ｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、８０２．ｘｘ
、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ）、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ２０００）、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＬＴＥ（Ｌｏ
ｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、または任意の将来の技術を含むがこれらに限定
されない。簡単にするために、実施形態は、ＩＥＥＥ８０２．１６アドバンスト無線イン
ターフェース（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）（８０２．１６ｍ）な
どの、無線リンクのためのスケジューリングに基づく媒体アクセス制御を用いるアドバン
ストブロードバンド無線システム（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　Ｗｉｒｅｌ
ｅｓｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）（Ａ－ＢＷＳ）との関連で示される。特に、実施形態は、８０２
．１６ｍシステムにおいて複数のサービスフロー／コネクションを有する加入者局に対す
るアップリンク（ＵＬ）リソース割り当てに適用され得る。
【００３９】
　用語の接続（コネクション）およびサービスフローまたはフローは、基地局とＷＴＲＵ
の間の無線リンクを介した論理チャネルを指す可能性がある。基地局と加入者局の間の無
線リンクは、１つまたは複数のコネクションまたはフローを含み得る。各コネクションま
たはフローは、サービス品質（ＱｏＳ）のプロビジョニングおよびセキュリティ属性の関
連付けのための最小の論理的単位である可能性がある。この意味で、これらの２つの概念
、コネクションおよびフローは、交換可能なように使用され得る。加えて、８０２．１６
ｍの例においては、ＷＴＲＵ、加入者局、または局は、アドバンスト移動局（ＡＭＳ）と
呼ばれる可能性があり、局ごとにとは、ＷＴＲＵごとにという意味である可能性がある。
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【００４０】
　コネクションの用語または概念は、主に８０２．１６で使用されることがあり、コネク
ションは、コネクション識別情報（ＩＤ）（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ（ＩＤ））（ＣＩＤ）と呼ばれる１６ビットの識別子を有する可能性がある。
サービスフローまたはフローの概念は、８０２．１６と８０２．１６ｍの両方で使用され
得る。サービスフローまたはフローは、８０２．１６と８０２．１６ｍの両方において、
加入者内の識別子によって一意的に識別され得るが、使用されるフロー識別子は、異なる
サイズ、およびコネクションの概念との異なる関係を有する可能性がある。例えば、８０
２．１６において、フロー識別子は、サービスフローＩＤ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｆｌｏｗ　
ＩＤ）（ＳＦＩＤ）と呼ばれる可能性があり、フロー識別子のサイズは、３２ビットであ
る可能性があり、許可されたサービスフローに関する１６ビットのＣＩＤと１対１の対応
を有する可能性がある。８０２．１６ｍにおいては、フロー識別子は、フローＩＤ（Ｆｌ
ｏｗ　ＩＤ）（ＦＩＤ）と呼ばれる可能性があり、フロー識別子のサイズは、４ビットで
ある可能性があり、１６ビットのＣＩＤは、１２ビットの局ＩＤ（Ｓｔａｔｉｏｎ　ＩＤ
）（ＳＴＩＤ）に４ビットのＦＩＤを合わせたものに等しい可能性がある。
【００４１】
　８０２．１６ｍにおいて、ＵＥの帯域幅の要求および付与手順は、コネクション／サー
ビスフローごとの要求およびＷＴＲＵごとの割り当てにしたがう可能性がある。コネクシ
ョンごと（フローごととも呼ばれる）のＵＬ割り当てが有益である可能性があるいくつか
の場合が存在し得る。例えば、基地局は、ＵＬリソースをＷＴＲＵに、ＷＴＲＵのそのア
クティブなコネクションのＵＬトラフィックのニーズ、例えば、データの量、遅延の許容
範囲などについての基地局の知識、および基地局のリアルタイムのＵＬトラフィックの負
荷に基づいて割り当てることができる。ＵＬ割り当てに関して、基地局は、ＵＬの割り当
てがＷＴＲＵのアクティブなコネクションの間にどのように分配されるべきかに関するそ
の基地局独自の意図を有する可能性がある。しかし、典型的な８０２．１６の局ごとのＵ
Ｌ割り当てを用いると、基地局の意図される情報が、ＷＴＲＵで利用できない可能性があ
る。したがって、各コネクションのための帯域幅の要求および付与について、ＷＴＲＵが
基地局とより良好な同期を達成することを助けるために、そのような情報をＷＴＲＵにプ
ロビジョニングすることが望ましい。これは、断片化の確率を減らすことができ、ＵＬの
帯域幅の要求／付与プロセスにおいて自己修正を行うために総帯域幅要求を送信する必要
性も減らすことができる。したがって、制御のオーバーヘッドおよび処理の負荷が削減さ
れることができ、システムの効率が改善され得る。
【００４２】
　一部の割り当てメカニズムは、特定のトラフィックパターンに基づく可能性がある。典
型的な例は、比較的一定のペイロードサイズの周期的なトラフィックパターンに対して割
り当てのオーバーヘッドを削減するように設計され得る永続的割り当て（Ｐｅｒｓｉｓｔ
ｅｎｔ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ）（ＰＡ）メカニズムでありうる。トラフィックパターン
は、アプリケーションに固有であり、例えば、フロー／コネクションに固有である可能性
があることに留意されたい。したがって、ＰＡ割り当ては、明らかにそれらの特定のコネ
クションを対象とする可能性がある。ＰＡに加えて、８０２．１６ｍのグループリソース
割り当て（ＧＲＡ）も、周期的なトラフィックパターンを有する一部の特定のアプリケー
ションを対象とし得る周期的なリソースを割り当てるために使用されることができる。
【００４３】
　しかし、８０２．１６ｍに基づけば、ＵＬの基本的割り当ておよびＵＬのＰＡ割り当て
は、局ごとの割り当てとすることができる。ＵＬの基本的割り当てまたはＵＬのＰＡ割り
当てに関してＷＴＲＵに意図されるフロー情報をプロビジョニングすることをサポートす
るいかなるメカニズムも存在しない可能性がある。一方、単に、コネクションごとである
べきＰＡおよびＧＲＡによって割り当てられるリソースを有することは、意図されるコネ
クションの比較的一定のサイズのペイロードが、必要とされる場合により高いシステムの
効率のためにその他のコネクションに対して使用され得るＰＡ／ＧＲＡによって割り当て
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られるＵＬリソースを完全には利用されないままにする可能性があるので、十分な解決策
ではない可能性がある。場合によっては、ＷＴＲＵに、ＰＡ／ＧＲＡ割り当ての使用の際
の何らかの柔軟性、例えば、いくつかの緊急の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御信号を送
信すること、および／または救急サービスに関連するような緊急のリアルタイムデータを
送信することなどを認めることが望ましい可能性がある。
【００４４】
　ＵＬの制御の効率を向上するため、およびさらにＵＬリソースの利用を改善するために
、ハイブリッド式のフロー／コネクションごとおよびＷＴＲＵごとのＵＬ割り当てを行う
ための方法および装置が、本明細書において説明される。例示的なハイブリッド式のフロ
ーごとおよびＷＴＲＵごとのＵＬリソース割り当てメカニズムの高レベルの流れ図２００
が、図２に示される。ＷＴＲＵの（１つまたは複数の）ＵＬリソース要求に基づいて、基
地局が、ＷＴＲＵにＵＬリソースを付与することができる（２０５）。意図されるフロー
情報の有無が、付与されたＵＬリソースを適用できるかどうかを決定し得る（２１０）。
例えば、意図されるフロー情報などの特定の制御情報が存在しない場合、ＵＬ割り当ての
デフォルトモードが、ＷＴＲＵごと、例えば、８０２．１６ｍにおけるＷＴＲＵごとであ
る可能性がある（２１５）。
【００４５】
　基地局が、ＷＴＲＵに、ＵＬ割り当てに関する意図されるフロー情報をシグナリングす
ることができる（２２０）。そのような信号は、各ＵＬ割り当てに関して、ＵＬ割り当て
の種類に関して、またはＵＬ割り当ての組に関して明示的にまたは暗黙的に与えられ得る
。そのようなシグナリングメカニズムの例は、ａ）意図されるフロー情報、例えば、フロ
ー識別子または事前に定義されたフローインジケータを用いて、ＵＬ割り当て情報要素（
ＩＥ）の巡回冗長検査（ＣＲＣ）符号またはシーケンスをマスクすることと、ｂ）意図さ
れるフロー情報、例えば、フロー識別子または事前に定義されたフローインジケータをＵ
Ｌ割り当て情報要素（ＩＥ）に含めることと、ｃ）特定の種類のフローを特定のＵＬ割り
当てメカニズム、例えば、永続的割り当て（ＰＡ）、グループリソース割り当て（ＧＲＡ
）などと関連付けることであって、そのような関連付けが、例えば、８０２．１６ｍシス
テムにおけるアドバンスト無線インターフェース（ＡＡＩ）のＡＡＩ＿ＤＳｘなどのコネ
クション管理ＭＡＣ制御メッセージを用いることによって確立され得る、関連付けること
とを含み得る。
【００４６】
　事前に定義されたフローインジケータは、特定のフローまたはフローのグループを表す
ように定義することができ、例えばＭＡＣ制御メッセージを用いて明示的にか、または例
えばフローパラメータによって暗黙的にかのいずれかで定義されることができる。意図さ
れるフロー情報がＵＬ割り当てに関して利用可能であるとき、ＷＴＲＵまたは加入者局は
、その意図されるフロー情報を、例えば、意図される１つのフローまたは複数のフローに
より高い優先度を割り振ることによって、所与のＵＬ割り当てにおけるそのＷＴＲＵまた
は加入者局のＵＬ送信で考慮に入れることができる（２２５）。ＷＴＲＵは、意図される
１つのフローまたは複数のフローを処理した後、ＵＬ割り当てにおいてその他のフローの
データを送信することを許される可能性がある。加えて、ＷＴＲＵは、割り当てられたＵ
Ｌリソースを、何らかの緊急のＭＡＣ制御データ、緊急のユーザデータなどを送信するた
めに使用することができる。
【００４７】
　さらに、基地局は、所与のＵＬ割り当てがどのように使用され得るかに関するさらなる
指示を与えるために、ＵＬ割り当てＩＥに排他フラグを含めることもできる。例えば、排
他フラグは、そのＵＬ割り当てが、意図される１つのフローまたは複数のフローのために
使用されることができ、その他のフローのために使用されることはできないことを示す可
能性がある。あるいは、排他フラグは、そのＵＬ割り当てが、意図される１つのフローま
たは複数のフローと、より高い優先度を有する任意のその他のフローとに対して使用され
得ることを示すために使用されることができる。つまり、排他フラグは、より高い優先度
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を有するフローに対する割り当てられたリソースの使用を許可する可能性がある。残った
リソースは、排他フラグと無関係にその他のフローのために使用されることが許される可
能性がある。
【００４８】
　トラフィックパターン指向のＵＬ割り当てメカニズム、例えば、ＰＡおよびＧＲＡに関
して、割り当てられたリソースに関する意図されるフロー情報は、ＷＴＲＵに明示的にま
たは暗黙的に与えられ得る。
【００４９】
　本明細書において示されるのは、８０２．１６ｍシステムに上述の概括的な方法を適用
することに関するさらなる説明および例である。特に、ＵＬの基本的割り当て、ＵＬの永
続的割り当て、およびＵＬのグループ割り当てに対してハイブリッド式のコネクション／
フローごとおよびＷＴＲＵごとのＵＬ割り当てメカニズムを適用するための方法が、説明
される。
【００５０】
　８０２．１６ｍシステムにおいては、ＵＬリソースに関する４種類の割り当てメカニズ
ムが存在する可能性がある。第１の割り当てメカニズム、タイプ１は、ＵＬ制御信号に関
して割り当てまたは予約され得る。このメカニズムは、特定のＵＬ制御信号に関する特定
のＵＬ割り当てＡ－フィールド（Ａ）－ＭＡＰ　ＩＥ（Ａ－ｆｉｅｌｄ（Ａ）－ＭＡＰ　
ＩＥ）、例えば、ＵＬサウンディングコマンドＡ－ＭＡＰ　ＩＥ（ＵＬ　Ｓｏｕｎｄｉｎ
ｇ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）、ＣＤＭＡ割り当てＡ－ＭＡＰ　ＩＥ、フィー
ドバックポーリングＡ－ＭＡＰ　ＩＥ（Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ａ－ＭＡＰ
　ＩＥ）などによって予約または割り当てのいずれかを行われるＵＬリソースを使用する
ことができる。第２の割り当てメカニズム、タイプ２は、ＵＬの基本的割り当てである可
能性がある。この種類のＵＬ割り当ては、ＷＴＲＵに一度限りのユニキャストの汎用ＵＬ
リソースを割り当てることができる。ＵＬ基本的割り振りＡ－ＭＡＰ　ＩＥ（ＵＬ　ｂａ
ｓｉｃ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）およびＵＬサブバンド割り振りＡ－
ＭＡＰ　ＩＥ（ＵＬ　ｓｕｂｂａｎｄ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）のよ
うに、この種類のＵＬ割り当てに関する２つのＵＬ割り当てＡ－ＭＡＰ　ＩＥが存在する
可能性がある。第３の割り当てメカニズム、タイプ３は、ＵＬの永続的割り当てである可
能性がある。この種類のＵＬ割り当ては、周期的でユニキャストの、トラフィックパター
ンに固有のＵＬリソースを割り当てることができ、意図されるトラフィックパターンは、
比較的一定のペイロードサイズを伴う周期的なパターンである可能性がある。ＵＬ永続的
割り当て（ＰＡ）Ａ－ＭＡＰ　ＩＥは、この種類のＵＬ割り当てのために設計され得る。
第４の割り当てメカニズム、タイプ４は、ＵＬのグループ割り当てである可能性がある。
この種類のＵＬ割り当ては、ＵＬにおいて１つのグループリソース割り当て（ＧＲＡ）Ａ
－ＭＡＰ　ＩＥを用いることによってユーザのグループにＵＬリソースを割り当てること
ができ、各ユーザは、ユニキャストのＵＬ割り当てを割り振られ得る。１つのＧＲＡ　Ａ
－ＭＡＰ　ＩＥは、一度限りのＵＬリソースを割り当てることができる。しかし、ＧＲＡ
は、グループの設定で指定された周期性で周期的に使用されることができ、したがって、
このＧＲＡ割り当てメカニズムは、比較的一定のペイロードサイズの周期的なトラフィッ
クパターンをサポートするために使用され得る。
【００５１】
　本明細書に記載のハイブリッド式のコネクションごとおよびＷＴＲＵごとのＵＬリソー
ス割り当てメカニズムは、タイプ２、３、および４の割り当てには適合し得るが、タイプ
１のＵＬリソースが、ＷＴＲＵが特定のＵＬ制御信号を送信するために特定のＵＬ割り当
てＡ－ＭＡＰ　ＩＥを使用することによって予約されるかまたは割り当てられ得るので、
タイプ１の割り当てには適合しない可能性がある。この種類のＵＬリソースの意図は、明
確に指定され得る。
【００５２】
　８０２．１６ｍにおいては、ＢＥ（ｂｅｓｔ　ｅｆｆｏｒｔ）、ｎｒｔＰＳ（ｎｏｎ－
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ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ　ｐｏｌｌｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅ）、ｒｔＰＳ（ｒｅａｌ－ｔｉｍ
ｅ　ｐｏｌｌｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅ）、ｅｒｔＰＳ（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｒｔＰＳ）、
ＵＧＳ（ｕｎｓｏｌｉｃｉｔｅｄ　ｇｒａｎｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ）、およびａＧＰ（ａｄ
ａｐｔｉｖｅ　ｇｒａｎｔｉｎｇ　ａｎｄ　ｐｏｌｌｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を含む６
つのＵＬ付与スケジューリングの種類が存在する。８０２．１６ｍに基づけば、ＵＬコネ
クションは、単一のＵＬスケジューリングサービスの種類に関連付けられ得る。
【００５３】
　特に、ＢＥのＵＬ付与スケジューリングの種類に関しては、基地局またはＡＢＳは、Ｂ
Ｅのコネクション／フローに対していかなるＵＬの付与も保証しない可能性がある。基地
局は、ＢＥのコネクションのＵＬの帯域幅要求にベストエフォートで応じることができる
。ｎｒｔＰＳのＵＬ付与スケジューリングの種類に関して、基地局は、通常約１秒以下の
間隔でｎｒｔＰＳのコネクションの帯域幅要求の機会を与えることができる。ｒｔＰＳの
ＵＬ付与スケジューリングの種類に関して、基地局は、ＷＴＲＵがｒｔＰＳのコネクショ
ン／フローに関する帯域幅要求を送信するためのリアルタイムの周期的なユニキャストの
帯域幅要求の機会を与えることができる。ｅｒｔＰＳのＵＬ付与スケジューリングの種類
に関して、基地局は、ＷＴＲＵが帯域幅要求を送信する必要なしに、要求に基づかずにＷ
ＴＲＵにリアルタイムの周期的なユニキャストのＵＬの付与を行うことができる。ＵＬの
付与のサイズは、デフォルト設定で、コネクションの最大の認められるトラフィックレー
ト（ｍａｘｉｍｕｍ　ｓｕｓｔａｉｎｅｄ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｒａｔｅ）によって決定さ
れることができ、ＷＴＲＵによって基地局に送信される帯域幅変更要求によって動的に変
更され得る。ＵＧＳのＵＬ付与スケジューリングの種類に関して、基地局は、要求に基づ
かずにリアルタイムで周期的に一定のサイズのＵＬの付与を行うことができる。例えば、
ＷＴＲＵは、ＵＧＳのコネクション／フローに関してＵＬの帯域幅要求を送信する必要が
ない可能性がある。ａＧＰのＵＬ付与スケジューリングの種類に関して、基地局は、要求
に基づかずにＷＴＲＵにリアルタイムで周期的なユニキャストのＵＬの付与を行うことが
できる。周期性および割り当てサイズは、ＱｏＳパラメータによって決定され得る。プラ
イマリセットおよびセカンダリセットと呼ばれる、ａＧＰのコネクション／フローに関す
る２組のＱｏＳパラメータが存在する可能性がある。ａＧＰのコネクション／フローは、
そのプライマリＱｏＳパラメータに基づいて許可されることができ、サービスの間、その
ａＧＰのコネクション／フローは、セカンダリＱｏＳパラメータに切り替えるか、または
個々にＱｏＳパラメータを変更することができる。プライマリＱｏＳパラメータセットと
セカンダリＱｏＳパラメータセットの両方が定義されるとき、プライマリＱｏＳパラメー
タセットは、セカンダリＱｏＳの要件よりも厳しいＱｏＳの要件を有する可能性がある。
アドミッション制御は、プライマリＱｏＳパラメータによって定義されたより厳しいＱｏ
Ｓの要件を考慮することによって実行され得る。セカンダリＱｏＳパラメータは、スケジ
ューリングサービスが提供し得る最小限のＱｏＳの保証である可能性がある。
【００５４】
　８０２．１６ｍに基づけば、２つのＵＬ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ、ＵＬ基本的割り振りＩＥ
およびＵＬサブバンド割り振りＩＥが、ＵＬの基本的割り当てを割り当てるために使用さ
れ得る。ＵＬの基本的割り当ては、局ごとの割り当てである可能性がある。本明細書にお
いて示されるのは、ＵＬの基本的割り当てに対してハイブリッド式のコネクション／フロ
ーごとおよびＷＴＲＵごとのＵＬ割り当てメカニズムを適用するための方法である。
【００５５】
　ＵＬの基本的割り当てのためのハイブリッド式のＷＴＲＵごとおよびコネクション／フ
ローごとのＵＬのメカニズムは、ＷＴＲＵごとである、ＵＬの基本的割り当てのデフォル
トモードを含み得る。基地局は、ＷＴＲＵに、ＵＬの基本的割り当てに関する意図される
フロー情報をシグナリングすることができる。そのようなシグナリングメカニズムの例は
、ａ）ＷＴＲＵのＳＴＩＤと意図されるフロー情報を合わせたもので、ＵＬ基本的割り振
りＩＥおよびＵＬサブバンド割り振りＩＥを含むＵＬ基本的割り当てＩＥのＣＲＣをマス
クすることと、ｂ）意図されるフロー情報をＵＬ基本的割り振りＩＥおよびＵＬサブバン
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ド割り振りＩＥを含むＵＬ基本的割り当てＡ－ＭＡＰ　ＩＥに含めることと、ｃ）意図さ
れるフロー情報をＦＩＤおよび／または事前に定義されたフローインジケータによって表
すこととを含み得る。そのような事前に定義されたフローインジケータの例が、以下に与
えられる。意図されるフロー情報がＵＬの基本的割り当てに関して利用可能であるとき、
ＷＴＲＵは、その意図されるフロー情報を、例えば、意図される１つのフローまたは複数
のフローにより高い優先度を割り振ることによって、対応するＵＬの基本的割り当てにお
けるそのＷＴＲＵのＵＬの送信で考慮に入れることができる。加えて、ＷＴＲＵは、例え
ば、意図される１つのフローまたは複数のフローを処理した後、任意の残ったリソースを
用いて、ＵＬの基本的割り当てでその他のコネクションのデータを送信することを許され
る可能性がある。また、ＷＴＲＵは、意図される（１つまたは複数の）フローの情報を有
する利用可能なＵＬの基本的割り当てを用いて、何らかの緊急のＵＬデータ、例えば、緊
急のＭＡＣ制御データ、緊急のユーザデータなどを送信することができる。
【００５６】
　本明細書において示されるのは、ＵＬの基本的割り当ての実装のために使用され得るフ
ローインジケータである。例示的なフローインジケータが、ＵＬの基本的割り当てに関す
る意図される１つのフローまたは複数のフローを示すために使用され得る。
【００５７】
　例示的なフローインジケータは、１ビットのフローインジケータである可能性がある。
この１ビットのフローインジケータは、以下のように、フローパラメータ、ＵＬ付与スケ
ジューリングサービスタイプ（ＵＬ　Ｇｒａｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃ
ｅ　Ｔｙｐｅ）に基づいて定義され得る。意図されるフローインジケータ＝０ｂ０である
場合、この割り当ては、すべてのフローを対象とする可能性がある。つまり、その意図さ
れるフローインジケータは、ＷＴＲＵごとの割り当てをシグナリングことができる。意図
されるフローインジケータ＝０ｂ１である場合、この割り当ては、ある特定の１つのフロ
ーまたは複数のフローを対象とする可能性がある。例えば、その意図されるフローインジ
ケータは、以下の種類、すなわち、ＵＧＳ、ｅｒｔＰＳ、ｒｔＰＳ、およびａＧＰのうち
の１つを用いた、フローパラメータ、ＵＬグランドスケジューリングサービスタイプによ
って識別される、リアルタイムのトラフィックを伴うフローをシグナリングすることがで
きる。本明細書における例で使用される意図されるフローインジケータの値は、例示的で
あり、その他の値が、本開示から逸脱することなく定義または使用され得る。
【００５８】
　別の例示的なフローインジケータは、２ビットのフローインジケータである可能性があ
る。この２ビットのフローインジケータは、以下のように、フローパラメータ、ＵＬ付与
スケジューリングサービスタイプに基づいて定義され得る。意図されるフローインジケー
タ＝０ｂ００である場合、この割り当ては、すべてのフローを対象とする可能性がある。
つまり、その意図されるフローインジケータは、ＷＴＲＵごとの割り当てをシグナリング
ことができる。意図されるフローインジケータ＝０ｂ０１である場合、この割り当ては、
リアルタイムのフロー、例えば、ＵＧＳ、ｒｔＰＳ、ｅｒｔＰＳ、ａＧＰを対象とする可
能性がある。意図されるフローインジケータ＝０ｂ１０である場合、この割り当ては、ｅ
ｒｔＰＳおよびａＧＰのフローを対象とする可能性がある。意図されるフローインジケー
タ＝０ｂ１１である場合、この割り当ては、セカンダリＱｏＳパラメータを定義させるこ
とができるａＧＰのフローを対象とする可能性がある。
【００５９】
　このフローインジケータの例において、「セカンダリＱｏＳパラメータを定義させるａ
ＧＰのフロー」として定義される０ｂ１１のグループは、この割り当てが、セカンダリＱ
ｏＳパラメータを定義させることができるａＧＰのフローのセカンダリＱｏＳパラメータ
セットに定義された最小のＱｏＳの保証を満たすように意図される可能性があることを示
すために使用され得る。このメカニズムは、基地局が、フローのグループに対処し、最小
のＱｏＳの保証を満たすための要件を下げることによって基地局の負荷を削減することを
可能にすることができる。同様に、ｅｒｔＰＳおよびａＧＰのフローのために定義された
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０ｂ１０のグループは、ａＧＰのフローに関して、この割り当てが、ａＧＰのフローのプ
ライマリＱｏＳパラメータセットによって定義されたＱｏＳの保証を満たすように意図さ
れる可能性があることを示すために使用され得る。
【００６０】
　別の例示的なフローインジケータは、フローおよびＵＬ割り当てに割り振られ得るＵＬ
割り当ての意図されるフローインジケータ（ＵＬ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｎｄ
ｅｄ　Ｆｌｏｗ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）（ＵＡＩＦＩ）と呼ばれる２ビットのパラメータ
である可能性がある。フローは、ＵＡＩＦＩをフロー管理ＭＡＣ制御メッセージ、ＡＡＩ
＿ＤＳｘにフローパラメータとして含めることによってＵＡＩＦＩ値を割り振られること
ができる。ＵＬの基本的割り当ては、ＵＬ基本的割り振りＩＥまたはＵＬサブバンド割り
振りＩＥなどのＵＬ基本的割り当てＩＥにＵＡＩＦＩを含めることによってＵＡＩＦＩ値
を割り振られることができる。これは、そのＵＡＩＦＩをＩＥのＣＲＣを用いてマスクす
ることによって、またはＵＡＩＦＩをＩＥに情報フィールドとして含めることによってＩ
Ｅに含められ得る。ＵＡＩＦＩのデフォルト値は、例えば、０ｂ００に設定され得る。つ
まり、ＵＡＩＦＩが存在しない場合、ＵＡＩＦＩ＝０ｂ００である。
【００６１】
　フローのＵＡＩＦＩ値とＵＬ割り当てのＵＡＩＦＩ値の間の比較が、フローがＵＬ割り
当ての意図されるフローであるか否かを示すことができる。ＵＬ割り当てがそのＵＡＩＦ
Ｉ＝ａを有する場合、ＵＡＩＦＩ≧ａを有するフローが、これらのＵＬ割り当ての意図さ
れるフローである可能性がある。例えば、ＵＡＩＦＩ＝０ｂ００を有するＵＬ割り当ては
、そのＵＬ割り当てが、すべてのフローを対象とする、すなわちＷＴＲＵごとの割り当て
であることを示す可能性がある。ＵＡＩＦＩ＝０ｂ０１を有するＵＬ割り当ては、そのＵ
Ｌ割り当てが、ＵＡＩＦＩ≧０ｂ０１を有するフローを対象とすることを示す可能性があ
る。ＵＡＩＦＩ＝０ｂ１０を有するＵＬ割り当ては、そのＵＬ割り当てが、ＵＡＩＦＩ≧
０ｂ１０を有するフローを対象とすることを示す可能性がある。ＵＡＩＦＩ＝０ｂ１１を
有するＵＬ割り当ては、そのＵＬ割り当てが、ＵＡＩＦＩ＝０ｂ１１を有するフローを対
象とすることを示す可能性がある。
【００６２】
　一例において、ＦＩＤとフローインジケータの両方が、シグナリングされ得る。この能
力は、特定の割り当てが、ある特定のフロー、例えば、ＭＡＣ制御フローに対して使用さ
れることが好ましいことを指定するのに有用である可能性がある。この動作のモードに関
して、ＷＴＲＵは、割り当てられたリソースをＦＩＤによって示されたフローのために使
用することができるか、またはリソースをフローインジケータの制御情報に応じてその他
のフローのために使用することができるかのいずれかである。例えば、基地局は、ＦＩＤ
に加えて、割り当てがそのＦＩＤのみのためであるかどうか、またはＷＴＲＵがリソース
を特定の種類のフロー、例えば、ＵＧＳ、ｅｒｔＰＳ、ｒｔＰＳ、およびａＧＰなどのリ
アルタイムのフローのために使用し得ることを示すことができる１ビットのフローインジ
ケータも送信することができる。どのフローがリソースを使用することを許されるかが、
前もって決定されるか、または基地局からシグナリングされることができる。別の例にお
いて、基地局は、ＦＩＤに加えて、割り当てがそのＦＩＤのみのためであるのか、それと
もインジケータに応じて決まる可能性がある特定の閾値を超えるリアルタイムのランクを
有するフロー、例えば、ＢＥおよびｎｒｔＰＳのフローを除くすべてのフローのためであ
るのかを示すことができる２ビットのフローインジケータも送信することができる。別の
例において、ＦＩＤに加えてＵＡＩＦＩが、シグナリングされ得る。ａの値＝０は、割り
当てが示されたフローのみを対象とすることを示すことができ、ａの値＞０は、ＵＡＩＦ
Ｉ≧ａを有するフローに対する帯域幅の使用を示すことができる。
【００６３】
　８０２．１６ｍに基づけば、ＵＬ　ＰＡは、ＵＬ　ＰＡ割り当て、ＵＬ　ＰＡ変更、Ｕ
Ｌ　ＰＡ割り当て解除、およびＵＬ　ＰＡハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）に関し
てまとめられることができる。例えば、ＵＬ　ＰＡ割り当ては、ＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ
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　ＩＥによって割り当てられることができ、ＷＴＲＵのＳＴＩＤが、ＵＬ　ＰＡ　Ａ－Ｍ
ＡＰ　ＩＥのＣＲＣを用いてマスクされ得る。つまり、ＵＬ　ＰＡ割り当ては、局に割り
当てられ得る。ＵＬ　ＰＡ変更は、同じＡＡＩサブフレームに関してＷＴＲＵに別のＵＬ
　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを送信することによってＵＬ　ＰＡ割り当てが変更されるとき
に発生し得る。つまり、同じＡＡＩサブフレームにおける新しいＰＡ割り当てが、ＷＴＲ
Ｕの既存のＰＡ割り当てを上書きすることができる。ＵＬ　ＰＡ割り当て解除は、同じＡ
ＡＩサブフレームに関して割り当て解除フラグを有するＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを
送信することによってＵＬ　ＰＡ割り当てが割り当て解除されるときに発生し得る。ＵＬ
　ＰＡ　ＨＡＲＱは、基本的なＵＬ割り当てと同様である可能性があり、ＵＬ同期ＨＡＲ
Ｑ（ＵＬ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ＨＡＲＱ）を含み得る。ＰＡ割り当ての間隔が、最
大のＨＡＲＱ再送信を可能にするのに十分なだけ長くない場合、ＨＡＲＱ再送信が、ＵＬ
基本的割り振りＡ－ＭＡＰ　ＩＥを送信することによって変更され得る。加えて、ＨＡＲ
ＱチャネルＩＤ（ＨＡＲＱ　ｃｈａｎｎｅｌ　ＩＤ）の数、Ｎ＿ＡＣＩＤが、ＰＡ割り当
てＩＥでＰＡ割り当てに関して指定され得る。前のＨＡＲＱバーストに関する再送プロセ
スが、同じＡＣＩＤを有する新しいＨＡＲＱバーストが送信される前に完了していない場
合、前のＨＡＲＱバーストに関する再送プロセスは終了されることができ、新しいＨＡＲ
Ｑバーストがその再送プロセスを上書きすることができる。
【００６４】
　ＷＴＲＵに対するＵＬ　ＰＡ割り当ての最大数は、サブフレームごとまたはＴＴＩごと
に１つである可能性があり、ＵＬ　ＰＡ割り当ては、ＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥによ
って割り当てられた一連の周期的なＵＬバーストからなる可能性がある、１つのＵＬ　Ｐ
Ａ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥによって割り当てられたＵＬリソースを含み得る。
【００６５】
　ＷＴＲＵに対する複数のＰＡ割り当ての間の衝突を回避するために、ＷＴＲＵごとのＵ
Ｌ　ＰＡ割り当ての最大数は、周期性がフレームで定義され得る場合、繰り返される周期
的な割り当ての性質のために、ＷＴＲＵのフレームごとのＵＬ　ＰＡ割り当ての最大数に
よって制限され得る。つまり、ＷＴＲＵごとのＴＴＩごとに最大で１つのＵＬ　ＰＡ割り
当てを考えると、ＷＴＲＵごとのＵＬ　ＰＡ割り当ての最大数は、フレームごとの最大Ｕ
Ｌ　ＴＴＩによって決定され得る。例えば、異なる複信モードおよび異なるＴＴＩにおけ
るＷＴＲＵごとのＵＬ　ＰＡ割り当ての最大数は、以下のとおりである可能性がある。１
サブフレームのＴＴＩを用いる周波数分割複信（ＦＤＤ）に関して、ＷＴＲＵごとのＵＬ
　ＰＡ割り当ての最大数は、８である可能性がある。４サブフレームのＴＴＩを用いるＦ
ＤＤに関して、ＷＴＲＵごとのＵＬ　ＰＡ割り当ての最大数は、２である可能性がある。
１サブフレームのＴＴＩを用いる時分割複信（ＴＤＤ）に関して、ＷＴＲＵごとのＵＬ　
ＰＡ割り当ての最大数は、フレーム内のＵＬサブフレームの数である可能性がある。長い
ＴＴＩ、すなわち、フレームのＵＬにおけるすべてのＵＬサブフレームを用いるＴＤＤに
関して、ＷＴＲＵごとのＵＬ　ＰＡ割り当ての最大数は、１である可能性がある。
【００６６】
　ＰＡ割り当ては、ＷＴＲＵに関して識別され得る。１つの方法は、例えば、ＷＴＲＵに
対して複数のＵＬ　ＰＡ割り当てが存在し得るとき、ＵＬ　ＰＡの割り当てられたリソー
スが配置されることができるＵＬサブフレームによってＵＬ　ＰＡ割り当てを識別するこ
とである可能性がある。
【００６７】
　ハイブリッド式のフロー／コネクションごとおよびＷＴＲＵごとのＵＬ　ＰＡ割り当て
メカニズムは、以下のように実装され得る。基地局が、ＵＬ　ＰＡ割り当てに関してＷＴ
ＲＵに意図されるフロー情報を明示的にまたは暗黙的に与えることができる。ＷＴＲＵは
、そのＷＴＲＵがＵＬ　ＰＡの割り当てられたリソースを用いてそのＷＴＲＵのデータを
送信するとき、意図されるＰＡのフローの利用可能な情報を考慮に入れることができる。
例えば、そのＷＴＲＵは、意図されるフローにその他のフローよりも高い優先度を割り振
ることができる。ＷＴＲＵは、意図される１つのフローまたは複数のフローを処理した後
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、残ったリソースを使用することによって、ＵＬ　ＰＡの割り当てられたリソースでその
他のフローのデータを送信することを許される可能性がある。また、ＷＴＲＵは、ＵＬ　
ＰＡの割り当てられたリソースを用いて、緊急のＭＡＣ制御データ、緊急のユーザデータ
などを送信することができる。ＷＴＲＵは、その他のＵＬ割り当てで、ＵＬ　ＰＡ割り当
てを対象とする１つのフローまたは複数のフローのデータを送信することもできる。
【００６８】
　ＷＴＲＵが１つのＵＬ　ＰＡ割り当てを有するとき、以下のメカニズムが、ＵＬ　ＰＡ
割り当ての意図される１つのフローまたは複数のフローの情報をＷＴＲＵに与えるために
使用され得る。１つのＦＩＤまたは複数のＦＩＤが、例えば、ＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　
ＩＥのＣＲＣをＳＴＩＤ（局ＩＤ）に１つのＦＩＤまたは複数のＦＩＤを合わせたものを
用いてマスクすること、および／または意図される１つのＦＩＤまたは複数のＦＩＤをＵ
Ｌ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥに含めることによって、ＵＬ　ＰＡ割り当ての意図される１
つのフローまたは複数のフローを示すために使用され得る。事前に定義されたインジケー
タが、例えば、ＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥのＣＲＣをＳＴＩＤに意図される１つのフ
ローまたは複数のフローの事前に定義された１つのインジケータまたは複数のインジケー
タを合わせたものを用いてマスクすること、および／または意図される１つのフローまた
は複数のフローを示し得る事前に定義された１つのインジケータまたは複数のインジケー
タをＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥに含めることによって、ＵＬ　ＰＡ割り当ての意図さ
れる１つのフローまたは複数のフローを示すために使用され得る。１つのフローパラメー
タまたは複数のフローパラメータが、フローがＷＴＲＵに関するＵＬ　ＰＡ割り当ての意
図されるフローであるか否かを示すために使用され得る。例えば、ＰＡが意図されるイン
ジケータ（ＰＡ－ｉｎｔｅｎｄｅｄ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）などのフローパラメータが、
フロー管理ＭＡＣ制御メッセージＡＡＩ＿ＤＳｘで使用されるように追加され得る。既存
のフローパラメータ、例えば、ＵＬ付与スケジューリングサービスタイプ、要求に基づか
ない付与間隔（Ｕｎｓｏｌｉｃｉｔｅｄ　Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）、プライマリ
／セカンダリ付与サイズ、またはプライマリ／セカンダリＧＰＩ（ｐｒｉｍａｒｙ／ｓｅ
ｃｏｎｄａｒｙ　ＧＰＩ）などが、やはり使用され得る。
【００６９】
　ＷＴＲＵが複数のＰＡ割り当てを有するとき、フローは、ＷＴＲＵの特定のＵＬ　ＰＡ
割り当てに関する、ＵＬ　ＰＡ割り当てのサブセットに関する、またはすべてのＵＬ　Ｐ
Ａ割り当てに関する意図されるフローとして示され得る。本明細書において示されるのは
、複数のＰＡ割り当てを有するＷＴＲＵのために使用され得るシグナリングメカニズムの
例である。
【００７０】
　フローをＷＴＲＵの特定のＵＬ　ＰＡ割り当ての意図されるフローとして示すために、
以下のメカニズムが使用され得る。例えば、ＦＩＤが、ＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥの
ＣＲＣをＦＩＤもしくはフローインジケータを用いてマスクすることによって、またはＦ
ＩＤもしくはフローインジケータをＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥに含めることによって
フローを示すために使用され得る。複数のＰＡ割り当てが、例えば、周期性、割り当てサ
イズなどの既存のフローパラメータによって区別され得る場合、フローは、フローのトラ
フィックパターンに最も近い周期性および割り当てサイズを有するＰＡ割り当てに関する
意図されるフローとして暗黙的に示され得る。フローパラメータが、ＰＡ割り当てを識別
するために追加され得る。例えば、ＵＬ　ＰＡ割り当てのサブフレームのインデックス、
またはＵＬ　ＰＡ割り当てのサブフレームを識別するためのビットマップが、フロー管理
ＭＡＣ制御メッセージ、例えば、ＡＡＩ＿ＤＳｘメッセージに追加され得る。
【００７１】
　フローをＷＴＲＵに関するＵＬ　ＰＡ割り当てのグループの意図されるフローとして示
すために、以下のメカニズムが使用され得る。ＦＩＤまたはフローインジケータが、ＵＬ
　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥのグループで使用され、ＣＲＣでマスクされるか、またはＩＥ
に含められるかのいずれかである可能性がある。パラメータ、例えば、周期性、割り当て
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サイズなどが、ＰＡ割り当てとフローのトラフィックパターンの間でマッチングされ得る
。新しいフローパラメータが、ＰＡ割り当てのサブセットを識別するために追加され得る
。例えば、ＡＡＩ＿ＤＳｘメッセージなどのフロー管理ＭＡＣ制御メッセージにおける、
例えば、ＵＬ　ＰＡ割り当てのサブフレームのインデックスのリスト、またはＵＬ　ＰＡ
割り当てのサブフレームを識別するためのビットマップが、使用され得る。
【００７２】
　ＵＬフローをＷＴＲＵのすべてのＵＬ　ＰＡ割り当ての意図されるフローとして示すた
めに、以下のメカニズムが使用され得る。例えば、ＦＩＤまたはフローインジケータが、
すべてのＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥで使用され、ＣＲＣでマスクされるか、またはＩ
Ｅに含められるかのいずれかである可能性がある。あるいは、フロー管理ＭＡＣ制御メッ
セージに含められ得る、ＰＡが意図されるインジケータなどのフローパラメータが、使用
される可能性がある。一部の既存のフローパラメータ、例えば、ＵＬ付与スケジューリン
グサービスタイプ、要求に基づかない付与間隔、プライマリ／セカンダリ付与サイズ、お
よび／またはプライマリ／セカンダリＧＰＩなどが、ＵＬフローを示すために使用され得
る。
【００７３】
　ＵＬ　ＰＡ割り当ては、上述のように、２つ以上の意図されるフローを有する可能性が
ある。例示的なシグナリングメカニズムは、複数の意図されるフローの複数のＦＩＤまた
はフローインジケータを用いてマスクされたＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥのＣＲＣを含
み得る。別のシグナリングメカニズムは、複数の意図されるフローの複数のＦＩＤまたは
フローインジケータを含むＵＬ　ＰＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを有する可能性がある。複数の
フローは、例えば、ＰＡが意図されるインジケータ、ＰＡサブフレームインデックス情報
、ＵＬ付与スケジューリングタイプ、要求に基づかない付与間隔、プライマリ／セカンダ
リ付与サイズ、プライマリ／セカンダリＧＰＩなどのそれらのフローのフローパラメータ
によって、同じＵＬ　ＰＡ割り当ての意図されるフローとして識別され得る。
【００７４】
　本明細書において示されるのは、ＷＴＲＵに、例えば、８０２．１６ｍにおけるＵＬフ
ローパラメータなどのＵＬフローパラメータを用いることによってＵＬ　ＰＡ割り当ての
意図される１つのフローまたは複数のフローの情報をシグナリングする例である。
【００７５】
　ＰＡシグナリングの例において、ＵＬフローパラメータ、ＵＬ付与スケジューリングサ
ービスタイプが、フローがＷＴＲＵのＵＬ　ＰＡ割り当ての意図されるフローである可能
性があることを示すために使用され得る。ＵＬ付与スケジューリングサービスタイプは、
既存のＵＬフローパラメータである可能性がある。この例において、ＵＬフローは、ＵＬ
付与スケジューリングサービスタイプが基地局がリアルタイムの周期的なユニキャストの
ＵＬの付与、例えば、ＵＧＳ、ｅｒｔＰＳ、ｒｔＰＳ、およびａＧＰを提供することを要
求する場合、ＷＴＲＵのＵＬ　ＰＡ割り当ての意図されるフローである可能性がある。そ
のフローは、これらのスケジューリングサービスタイプのうちの１つ、すべて、または任
意の組み合わせである可能性がある。
【００７６】
　別のＰＡシグナリングの例において、ＵＬフローパラメータ、ＰＡが意図されるインジ
ケータが、フローがＷＴＲＵのＵＬ　ＰＡ割り当ての意図されるフローである可能性があ
ることを示すために使用され得る。ＰＡが意図されるインジケータは、ＵＬフローパラメ
ータである可能性がある。ＰＡが意図されるインジケータは、フローが、ＰＡが意図され
るフローであるか否かを示すことができる１ビットのフラグである可能性がある。例えば
、ＰＡが意図されるインジケータ＝０ｂ０である場合、フローは、ＰＡが意図されるフロ
ーではない可能性がある。ＰＡが意図されるインジケータ＝０ｂ１である場合、フローは
、ＰＡが意図されるフローである可能性がある。つまり、そのフローは、ＷＴＲＵのＵＬ
　ＰＡ割り当ての意図されるフローである可能性がある。パラメータ、ＰＡが意図される
インジケータは、フロー管理ＭＡＣ制御メッセージ、例えば、ＡＡＩ＿ＤＳｘメッセージ
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で使用され得る。
【００７７】
　別のＰＡシグナリングの例において、ＵＬフローパラメータ、例えば、ＵＬ付与スケジ
ューリングサービスタイプ、ＰＡが意図されるインジケータ、要求に基づかない付与間隔
、プライマリ／セカンダリ付与サイズ、プライマリ／セカンダリＧＰＩなどが、フローが
、一致する割り当て周期性および／または割り当てサイズを有する可能性があるＷＴＲＵ
のＵＬ　ＰＡ割り当てに関する意図されるフローである可能性があることを示すために使
用され得る。この例においては、ＵＬフローパラメータ、ＵＬ付与スケジューリングサー
ビスタイプおよび／またはＰＡが意図されるインジケータが、ＵＬフローがＰＡが意図さ
れるフローであるか否かを示すために使用され得る。フローがＰＡが意図されるフローで
ある場合、追加的なフローパラメータが、フローと１つのＰＡ割り当てまたは複数のＰＡ
割り当てとの間の一致する割り当て周期性および／または割り当てサイズに基づいて、Ｗ
ＴＲＵの特定の１つのＰＡ割り当てまたは複数のＰＡ割り当てをさらに識別するために使
用され得る。以下の表１は、そのＵＬ付与スケジューリングサービスタイプに基づいて割
り当て周期性およびサイズを決定するために使用され得るＵＬフローパラメータの例を示
す。
【００７８】
【表１】

【００７９】
　フローとＰＡ割り当ての間の一致する割り当て周期性および／または割り当てサイズは
、厳密に同じ値を持たない可能性があり、「互いに近い」ことを意味すると理解され得る
。そのとき、「どれだけ近いと一致を意味するのか」は、異なるシステム設計によって定
義されることができ、例えば、一致するとは、ＷＴＲＵのすべてのＰＡ割り当ての中で「
最も近い」ＰＡ割り当てを意味する可能性があり、または一致するとは、「差が１０％未
満、２０％未満などである」ことを意味する可能性がある。これらは例示的な定義であり
、その他の定義が、本開示から逸脱することなしに使用され得る。
【００８０】
　別のＰＡシグナリングの例において、フローパラメータ、例えば、ＰＡが意図されるイ
ンジケータ、ＵＬ付与スケジューリングサービスタイプ、ＵＬ　ＰＡサブフレームインジ
ケータなどが、フローが、ＷＴＲＵの特定の１つのＵＬ　ＰＡ割り当てまたは複数のＵＬ
　ＰＡ割り当てに関する意図されるフローである可能性があることを示すために使用され
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１つのＵＬ　ＰＡサブフレームまたは複数のＵＬ　ＰＡサブフレームによって識別され得
る。この例においては、ＵＬフローパラメータ、ＵＬ付与スケジューリングサービスタイ
プおよび／またはＰＡが意図されるインジケータが、ＵＬフローがＰＡが意図されるフロ
ーであるか否かを示すために使用され得る。フローがＰＡが意図されるフローである場合
、別のＵＬフローパラメータ、例えば、ＵＬ　ＰＡサブフレームインジケータが、ＵＬフ
ローに関する特定の１つのＵＬ　ＰＡ割り当てまたは複数のＵＬ　ＰＡ割り当てを識別す
るために使用され得る。１つの実装において、ＷＴＲＵは、サブフレーム情報がＷＴＲＵ
に関するＵＬ　ＰＡ割り当てを一意的に識別するために使用され得るように、ＵＬサブフ
レームごとに最大で１つのＵＬ　ＰＡ割り当てを有する可能性がある。
【００８１】
　別の例において、ビットマップが、フローに対する１つのＵＬ　ＰＡ割り当てまたは複
数のＵＬ　ＰＡ割り当てを示すために使用され得る。１つの実装において、フレーム内の
最大のサブフレームは８である可能性があり、ＦＤＤシステムにおけるフレーム内の最大
ＵＬサブフレームも、８である可能性がある。８ビットのＵＬ　ＰＡサブフレームのビッ
トマップが、ＵＬフローパラメータとして使用されることができ、各ビットは、フレーム
内のサブフレームに対応する可能性がある。ビットマップのビットｉが１に設定される場
合、そのことは、ＵＬフローが、サブフレームｉにおけるＵＬ　ＰＡ割り当てに対する意
図されるフローであることを示すことができる。そのようなＵＬ　ＰＡサブフレームのビ
ットマップをＵＬフローパラメータとして用いることは、ＵＬフローが、特定の１つのＵ
Ｌ　ＰＡ割り当てまたは複数のＵＬ　ＰＡ割り当てに対する意図されるフローである可能
性があることを確定的に示すことができる。ＵＬ　ＰＡサブフレームのビットマップが、
フロー／コネクションの確立または変更においてフロー／コネクション管理ＭＡＣ制御メ
ッセージ、例えば、ＡＡＩ＿ＤＳｘメッセージで使用され得るとき、もたらされるオーバ
ーヘッドは些細なものである可能性がある。
【００８２】
　ＵＬ　ＰＡサブフレームのビットマップに対する代替的方法は、３ビットのＵＬ　ＰＡ
サブフレームのインデックスのリストを１つのＵＬ　ＰＡ割り当てまたは複数のＵＬ　Ｐ
Ａ割り当てを識別するためのＵＬフローパラメータとして使用することである可能性があ
る。ビットマップのメカニズムと比較されるとき、このメカニズムは、フローに対して意
図される１つまたは２つのＵＬ　ＰＡ割り当てのみが存在する可能性があるときに数ビッ
トを保存する可能性がある。しかし、一方、このメカニズムは、可変長のパラメータを導
入する可能性があり、ＵＬ　ＰＡ割り当ての数が３以上であるときにより高いオーバーヘ
ッドの代償を払う可能性もある。
【００８３】
　別のＰＡシグナリングの例において、ＰＡが意図されるインジケータが、フローがＷＴ
ＲＵの特定のＵＬ　ＰＡ割り当てに関する意図されるフローである可能性があることを示
すために使用され得る。特定のＵＬ　ＰＡ割り当ては、パラメータ、ＰＡインジケータに
符号化されたＵＬ　ＰＡサブフレームによって識別され得る。例えば、ＰＡインジケータ
は、以下の表２に示される４ビットのフローパラメータとして定義され得る。
【００８４】



(23) JP 5508552 B2 2014.6.4

10

20

30

40

50

【表２】

【００８５】
　一部の例において、ＰＡ割り当てに関する特定のＦＩＤと、ＰＡ使用インジケータ（Ｐ
Ａ　ｕｓａｇｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）情報の両方をシグナリングすることが有用である
可能性がある。例えば、基地局は、ＦＩＤに加えて、割り当てがそのＦＩＤのみのためで
ある可能性があるかどうか、またはＷＴＲＵがリソースをその他のフローのために使用し
得ることを示す１ビットのＰＡ使用インジケータも送信することができる。リソースがそ
の他のフローのＵＬデータを送信するために使用されることを許される場合、ＷＴＲＵは
、上述のＰＡシグナリングの例に基づいて、どのリソースを使用するべきかを決定するこ
とができる。
【００８６】
　８０２．１６ｍに基づけば、ＵＬグループリソース割り当て（ＧＲＡ）は、以下のよう
にまとめられ得る。ＵＬインジケータに関連するグループＩＤを有するＧＲＡ　Ａ－ＭＡ
Ｐ　ＩＥが、ＵＬ　ＧＲＡ割り当てを示すことができる。ＵＬ　ＧＲＡ割り当ては、事前
に設定されたＷＴＲＵのグループ内の選択されたＷＴＲＵに一組の一度限りのユニキャス
トのＵＬ割り当てを割り当てることができ、選択されたＷＴＲＵごとに１つのＵＬ割り当
てを割り当てることができる。選択されたＷＴＲＵは、ＧＲＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ内のユ
ーザビットマップフィールドによって識別され得る。事前に設定されたＷＴＲＵのグルー
プは、ＷＴＲＵの特定のフローを追加または削除するために基地局からＷＴＲＵに送信さ
れ得るグループ設定ＭＡＣ制御メッセージ、ＡＡＩ＿ＧＲＰ－ＣＦＧによって設定される
ことができる。特定のフローは、メッセージ内のＦＩＤフィールドによって識別され得る
。ＡＡＩ＿ＧＲＰ－ＣＦＧは、ＷＴＲＵのグループの設定に関してＷＴＲＵに知らせるた
めに、ＷＴＲＵのグループに送信されることもできる。ＷＴＲＵのグループの設定は、Ａ
ＡＩ＿ＧＲＰ－ＣＦＧ内の「周期性」と呼ばれるパラメータによって、このグループの割
り当ての周期性を含むことができる。そのパラメータは、このグループのＧＲＡ　Ａ－Ｍ
ＡＰ　ＩＥが送信され得る周期性を指定することができる。このようにして、ＧＲＡ割り
当ては、比較的一定のペイロードサイズの周期的なトラフィックパターンをサポートする
ためにやはり使用され得る。基地局は、ＧＲＡ割り当てを行うために複数のＷＴＲＵのグ
ループを保有する可能性がある。各グループは、１２ビットのグループＩＤによって識別
され得る。ＧＲＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥは、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥのＣＲＣにおいてグループＩ
Ｄ情報をマスクすることによってＷＴＲＵのグループに振り向けられ得る。ＧＲＡ　Ａ－
ＭＡＰ　ＩＥ内で、ユーザビットマップフィールドが、そのＧＲＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥに
よってリソースが割り当てられ得る１つのＷＴＲＵまたは複数のＷＴＲＵを識別すること
ができる。
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【００８７】
　ＵＬ　ＧＲＡは、グループ設定メッセージがＷＴＲＵのフローをグループに割り振るこ
とができるので、フローごとであるとみなされ得る。つまり、グループに関連付けられ得
るのが単にＷＴＲＵなのではなく、ＷＴＲＵのフローである可能性がある。一方、ＵＬ　
ＧＲＡは、割り当てが、フローではなくＷＴＲＵに振り向けられたＧＲＡ　Ａ－ＭＡＰ　
ＩＥによって与えられることができるので、ＷＴＲＵごとであるとみなされ得る。明瞭に
する目的で、ＷＴＲＵのグループに対するＵＬ　ＧＲＡ割り当ては、ＵＬにおける１つの
ＧＲＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥによって割り当てられ得るＵＬリソースを指す可能性がある。
ＷＴＲＵに対するＵＬ　ＧＲＡ割り当ては、ＷＴＲＵがＧＲＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥによっ
てＵＬ割り当てを与えられることを示すようにユーザビットマップフィールドの対応する
ビットが設定されたＵＬにおける１つのＧＲＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥによってＷＴＲＵに割
り当てられ得るＵＬリソースを指す可能性がある。ＷＴＲＵのグループに対する一連のＵ
Ｌ　ＧＲＡ割り当ては、ユーザグループ設定で与えられた周期性で、ＵＬにおける一連の
ＧＲＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥによってユーザグループに割り当てられ得るＵＬリソースを指
す可能性がある。ＷＴＲＵに対する一連のＵＬ　ＧＲＡ割り当ては、ＷＴＲＵがＧＲＡ　
Ａ－ＭＡＰ　ＩＥによってＵＬ割り当てを与えられることを示すようにユーザビットマッ
プフィールドの対応するビットが設定された一連のＧＲＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥによってＷ
ＴＲＵに割り当てられ得るＵＬリソースを指す可能性がある。ＷＴＲＵに対する一連のＵ
Ｌ　ＧＲＡ割り当ては、ＷＴＲＵのグループの一連のＧＲＡ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥのユーザ
ビットマップフィールドの対応するビットが常に設定されるわけではない可能性があるの
で、ＷＴＲＵのグループの設定のパラメータ、周期性によって示されるのと同じ周期性を
もたない可能性がある。
【００８８】
　図３は、例示的なハイブリッド式のフローごとおよび局ごとのＵＬ　ＧＲＡ割り当てメ
カニズム３００を示す。ＷＴＲＵが、ＵＬリソース要求を送信することができる（３０５
）。基地局が、ＦＩＤをグループ設定メッセージに含めることによってＷＴＲＵのグルー
プにＷＴＲＵのフローを割り振ることができ（３１０）、したがって、意図されるフロー
情報が、グループ設定を通じてＵＬ　ＧＲＡ割り当てのためにシグナリングされる。基地
局が、ＵＬ　ＧＲＡ割り当てを用いることによってＷＴＲＵにＵＬリソース割り当てを行
う（３１５）。次に、ＷＴＲＵが、基地局から受信された意図されるフロー情報を判定す
ることができ（３２０）、次いで、ＵＬ　ＧＲＡの割り当てられたリソースを用いてその
ＷＴＲＵのデータを送信するときに、意図される１つのフローまたは複数のフローの情報
を考慮に入れることができる（３２５）。例えば、そのＷＴＲＵは、意図される１つのフ
ローまたは複数のフローにその他のフローよりも高い優先度を割り振ることができる。Ｗ
ＴＲＵは、意図される１つのフローまたは複数のフローを処理した後、残ったリソースを
使用することによって、ＧＲＡの割り当てられたリソースでその他のフローのデータを送
信することができる。加えて、ＷＴＲＵは、意図されるフロー情報を有するＵＬ　ＧＲＡ
割り当てを用いて、何らかの緊急のＭＡＣ制御データ、緊急のユーザデータなどを送信す
ることができる。ＷＴＲＵは、その他のＵＬ割り当てで、ＧＲＡ割り当てを対象とする１
つのフローまたは複数のフローのデータを送信することができる。
【００８９】
　ＦＩＤフィールドをグループ設定ＭＡＣ制御メッセージに含めることに加えて、以下の
例示的なシグナリングメカニズムが、ＷＴＲＵに、ＧＲＡ割り当てに関する意図されるフ
ロー情報をシグナリングするために使用され得る。例示的なシグナリングメカニズムにお
いては、フロー管理ＭＡＣ制御メッセージ内のフローパラメータが、フローがＧＲＡ割り
当ての意図されるフローである可能性があることを示すために使用され得る。例えば、フ
ロー管理ＭＡＣ制御メッセージは、ＡＡＩ＿ＤＳｘメッセージである可能性がある。フロ
ーパラメータは、ＵＬ付与スケジューリングサービスタイプなどの既存のフローパラメー
タであるか、またはフローがＷＴＲＵのＧＲＡ割り当てに関するＧＲＡが意図されるフロ
ーである可能性があることを示すためのＧＲＡが意図されるインジケータ（ＧＲＡ－ｉｎ
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ｔｅｎｄｅｄ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）などの新しいフローパラメータである可能性がある
。
【００９０】
　ＧＲＡが意図されるフローに関して、一部の既存のフローパラメータが、フローがどの
１つのユーザグループまたは複数のユーザグループを対象とする可能性があるかをさらに
示すために使用され得る。これは、例えば、フローと１つのユーザグループまたは複数の
ユーザグループとの間の一致する割り当て周期性および／または割り当てサイズに基づく
ことができる。表１は、割り当て周期性およびサイズを決定するために使用され得るフロ
ーパラメータの一部の例を示す。ＧＲＡが意図されるフローに関して、１つのフローパラ
メータまたは複数のフローパラメータが、フローがどの１つのユーザグループまたは複数
のユーザグループを対象とする可能性があるかをさらに示すために追加され得る。例えば
、グループＩＤフィールド、グループＩＤのリスト、グループインジケータ、グループイ
ンジケータのリストなどが、使用され得る。
【００９１】
　別の例示的なハイブリッド式のフローごとおよび局ごとのＵＬ　ＧＲＡ割り当てメカニ
ズム４００が、図４に示されるように、ＷＴＲＵがグループに追加される場合に、ＷＴＲ
Ｕに対するＵＬ　ＧＲＡ割り当てに関する、本明細書に記載の明示的または暗黙的な意図
されるフロー情報を使用することができる。例えば、ＷＴＲＵが、ＵＬリソース要求を送
信することができる（４１０）。基地局が、ＷＴＲＵをグループに割り振ることができる
（４２０）。基地局が、ＵＬ　ＧＲＡ割り当てを用いることによってＷＴＲＵにＵＬ割り
当てを行うことができ、意図されるフロー情報が、明示的にまたは暗黙的にＷＴＲＵに提
供され得る（４２５）。次いで、ＷＴＲＵが、意図されるフロー情報を判定する（４３０
）。利用可能な意図されるフロー情報が、所与のＵＬ　ＧＲＡ割り当てで送信されるべき
データを決定するためにＷＴＲＵによって使用される（４３５）。
【００９２】
　別の例示的なシグナリングメカニズムが、同じＷＴＲＵの複数のフローがＵＬ　ＧＲＡ
に関する同じグループに加わることを許されるときに適用可能である可能性がある。例え
ば、基地局が、複数のグループ設定ＭＡＣ制御メッセージを各フローにつき１つ送信する
ことによって複数のフローのそれぞれをグループに割り振ることができる。あるいは、こ
れは、複数のフロー情報を１つのグループ設定ＭＡＣ制御メッセージに含めることによっ
てシグナリングされ得る。例えば、それは、ＦＩＤのリストによって、または複数のフロ
ーを識別することができる（１つもしくは複数の）ＦＩＤインジケータによってシグナリ
ングされ得る。
【００９３】
　実施形態
　１．ハイブリッド式の局ごと、およびフローごとのアップリンク割り当てを実行するた
めの方法であって、少なくとも１つのフローに関するアップリンクリソース割り当てを要
求するステップを含む、方法。
【００９４】
　２．アップリンクリソース割り当てを受信するステップをさらに含むいずれかの上記実
施形態に記載の方法。
【００９５】
　３．割り当てられたアップリンクリソースに関する意図されるフロー情報が利用可能か
どうかを判定するステップをさらに含むいずれかの上記実施形態に記載の方法。
【００９６】
　４．割り当てられたアップリンクリソースに関する利用可能な意図されるフロー情報が
適用可能かどうかを判定するステップをさらに含むいずれかの上記実施形態に記載の方法
。
【００９７】
　５．意図されるフロー情報の適用を行い次第、割り当てられたアップリンクリソースを
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用いてデータを送信するステップをさらに含むいずれかの上記実施形態に記載の方法。
【００９８】
　６．意図されるフロー情報の適用は、割り当てられたアップリンクリソースの使用に関
して、意図されるフローに優先度を割り振るいずれかの上記実施形態に記載の方法。
【００９９】
　７．割り当てられたアップリンクリソースは、アップリンクの永続的割り当てリソース
であるいずれかの上記実施形態に記載の方法。
【０１００】
　８．割り当てられたアップリンクリソースは、アップリンクのグループリソース割り当
てリソースであるいずれかの上記実施形態に記載の方法。
【０１０１】
　９．少なくとも１つのフローは、グループに関連付けられるいずれかの上記実施形態に
記載の方法。
【０１０２】
　１０．意図されるフロー情報の適用は、意図されるフローを処理した後、残ったアップ
リンクリソースを用いてその他のフローの送信を許すいずれかの上記実施形態に記載の方
法。
【０１０３】
　１１．意図されるフロー情報の適用は、少なくとも１つのその他のフローからの緊急の
データの送信を許すいずれかの上記実施形態に記載の方法。
【０１０４】
　１２．緊急のデータは、緊急の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）メッセージであるいずれか
の上記実施形態に記載の方法。
【０１０５】
　１３．緊急のデータは、救急サービスのデータであるいずれかの上記実施形態に記載の
方法。
【０１０６】
　１４．意図されるフロー情報は、永続的割り当て情報要素の巡回冗長検査を局の識別情
報およびフローの識別情報を用いてマスクすることによって与えられるいずれかの上記実
施形態に記載の方法。
【０１０７】
　１５．意図されるフロー情報は、永続的割り当て情報要素で与えられるいずれかの上記
実施形態に記載の方法。
【０１０８】
　１６．意図されるフロー情報は、フローとアップリンクの永続的割り当てリソースとの
間で割り当て周期性または割り当てサイズのうちの少なくとも１つをマッチングすること
によって決定されるアップリンクの永続的割り当てリソースに関するいずれかの上記実施
形態に記載の方法。
【０１０９】
　１７．ハイブリッド式の局ごとおよびフローごとのアップリンク割り当てを実行するた
めの方法であって、少なくとも１つのフローに関するアップリンクリソース割り当て要求
を受信するステップを含む、方法。
【０１１０】
　１８．少なくとも１つのフローまたは無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のうちの１つを
、リソース割り当てのスケジューリングのためのグループに割り振るステップをさらに含
む実施形態１７に記載の方法。
【０１１１】
　１９．少なくとも１つのフローまたはＷＴＲＵのうちの１つのグループへの割り振りを
示すためのフローインジケータを送信するステップをさらに含む実施形態１７～１８のい
ずれかに記載の方法。
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【０１１２】
　２０．グループリソース割り当ては、フローに対して使用される実施形態１７～１９の
いずれかに記載の方法。
【０１１３】
　２１．フロー管理媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御メッセージ内のフローパラメータは
、フローがグループリソース割り当ての意図されるフローであることを示すために使用さ
れる実施形態１７～２０のいずれかに記載の方法。
【０１１４】
　２２．意図されるフロー情報は、フローとグループの間で割り当て周期性または割り当
てサイズのうちの少なくとも１つをマッチングすることによって決定されるグループ割り
当てリソースに関する実施形態１７～２１のいずれかに記載の方法。
【０１１５】
　２３．無線通信で使用するためのリソース割り当て方法であって、意図されるフロー情
報を示すインジケータを含む信号を受信するステップを含む、方法。
【０１１６】
　２４．意図されるフロー情報は、アップリンク（ＵＬ）割り当てを含む実施形態２３に
記載の方法。
【０１１７】
　２５．意図されるフロー情報は、アップリンク（ＵＬ）割り当ての種類を含む実施形態
２３～２４のいずれかに記載の方法。
【０１１８】
　２６．意図されるフロー情報は、アップリンク（ＵＬ）割り当ての組を含む実施形態２
３～２５のいずれかに記載の方法。
【０１１９】
　２７．信号は、暗黙的にまたは明示的に受信される受信される実施形態２３～２６のい
ずれかに記載の方法。
【０１２０】
　２８．意図されるフロー情報は、アップリンク（ＵＬ）割り当て情報要素（ＩＥ）のマ
スクされた巡回冗長サイクル（ＣＲＣ）を含む実施形態２３～２７のいずれかに記載の方
法。
【０１２１】
　２９．ＩＥは、フロー識別子を含む実施形態２３～２８のいずれかに記載の方法。
【０１２２】
　３０．ＩＥは、事前に定義されたフローインジケータを含む実施形態２３～２９のいず
れかに記載の方法。
【０１２３】
　３１．フローの種類をアップリンク（ＵＬ）割り当てメカニズムと関連付けるステップ
をさらに含む実施形態２３～３０のいずれかに記載の方法。
【０１２４】
　３２．ＵＬ割り当てメカニズムは、永続的割り当てまたはグループリソース割り当てで
ある実施形態２３～３１のいずれかに記載の方法。
【０１２５】
　３３．関連付けは、コネクション管理媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御メッセージを用
いることによって確立される実施形態２３～３２のいずれかに記載の方法。
【０１２６】
　３４．コネクション管理ＭＡＣ制御メッセージは、ＡＡＩ＿ＤＳｘメッセージである実
施形態２３～３３のいずれかに記載の方法。
【０１２７】
　３５．事前に定義されたフローインジケータは、フローまたはフローのグループを表す
実施形態２３～３４のいずれかに記載の方法。
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【０１２８】
　３６．事前に定義されたフローインジケータは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御メッ
セージによって明示的に定義される実施形態２３～３５のいずれかに記載の方法。
【０１２９】
　３７．事前に定義されたフローインジケータは、フローパラメータによって暗黙的に定
義される実施形態２３～３６のいずれかに記載の方法。
【０１３０】
　３８．意図される１つのフローまたは複数のフローにより高い優先度を割り振るステッ
プをさらに含む実施形態２３～３７のいずれかに記載の方法。
【０１３１】
　３９．割り振るステップは、アップリンク（ＵＬ）割り当てにおけるＵＬ送信に基づく
実施形態２３～３８のいずれかに記載の方法。
【０１３２】
　４０．アップリンク（ＵＬ）割り当てで別のフローのデータを送信するステップをさら
に含む実施形態２３～３９のいずれかに記載の方法。
【０１３３】
　４１．データは、意図される１つのフローまたは複数のフローを処理した後、残ったリ
ソースを用いて送信される実施形態２３～４０のいずれかに記載の方法。
【０１３４】
　４２．データは、緊急の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）データを用いて送信される実施形
態２３～４１のいずれかに記載の方法。
【０１３５】
　４３．データは、緊急のデータを用いて送信される実施形態２３～４２のいずれかに記
載の方法。
【０１３６】
　４４．インジケータは、アップリンク（ＵＬ）割り当て情報要素（ＩＥ）である実施形
態２３～４３のいずれかに記載の方法。
【０１３７】
　４５．ＵＬ割り当てＩＥは、排他フラグを含む実施形態２３～４４のいずれかに記載の
方法。
【０１３８】
　４６．排他フラグは、ＵＬ割り当てがどのように使用されるべきかに関する指示を含む
実施形態２３～４５のいずれかに記載の方法。
【０１３９】
　４７．排他フラグは、ＵＬ割り当てが意図される１つのフローまたは複数のフローに対
してのみ使用されるべきであることを示す実施形態２３～４６のいずれかに記載の方法。
【０１４０】
　４８．排他フラグは、帯域幅スチーリング（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ｓｔｅａｌｉｎｇ）
を示さない実施形態２３～４７のいずれかに記載の方法。
【０１４１】
　４９．排他フラグは、ＵＬ割り当てが、意図される１つのフローまたは複数のフローと
、より高い優先度を有する別のフローとに対して使用されるべきであることを示す実施形
態２３～４８のいずれかに記載の方法。
【０１４２】
　５０．より高い優先度を有するフローに関して帯域幅スチーリングを許すステップをさ
らに含む実施形態２３～４９のいずれかに記載の方法。
【０１４３】
　５１．意図されるフローインジケータは、割り当てがすべてのフローを対象とすること
を示す実施形態２３～５０のいずれかに記載の方法。
【０１４４】
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　５２．意図されるフローインジケータは、割り当てがリアルタイムのフローを対象とす
ることを示す実施形態２３～５１のいずれかに記載の方法。
【０１４５】
　５３．リアルタイムのフローは、ＵＧＳ（Ｕｎｓｏｌｉｃｉｔｅｄ　Ｇｒａｎｔ　Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ）、ｒｔＰＳ（ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ　Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、ｅ
ｒｔＰＳ（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｒｔＰＳ）、またはａＧＰ（ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｇｒａｎ
ｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｐｏｌｌｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅ）のうちの１つである実施形態２３
～５２のいずれかに記載の方法。
【０１４６】
　５４．意図されるフローインジケータは、割り当てが、ｅｒｔＰＳ（ｅｘｔｅｎｄｅｄ
　ｒｔＰＳ）のフローおよびａＧＰ（ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｇｒａｎｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｐ
ｏｌｌｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅ）のフローを対象とすることを示す実施形態２３～５３の
いずれかに記載の方法。
【０１４７】
　５５．意図されるフローインジケータは、割り当てが、セカンダリサービス品質（Ｑｏ
Ｓ）パラメータを定義したａＧＰ（ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｇｒａｎｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｐｏ
ｌｌｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅ）のフローを対象とすることを示す実施形態２３～５４のい
ずれかに記載の方法。
【０１４８】
　５６．フロー識別子（ＦＩＤ）およびフローインジケータを受信するステップをさらに
含む実施形態２３～５５のいずれかに記載の方法。
【０１４９】
　５７．フローインジケータは、割り当てがスチーリングを許すかどうかを示す１ビット
のインジケータである実施形態２３～５６のいずれかに記載の方法。
【０１５０】
　５８．フローインジケータは、スチーリングが許されるフローの種類を示す１ビットの
インジケータである実施形態２３～５７のいずれかに記載の方法。
【０１５１】
　５９．フローの種類は、ＵＧＳ（Ｕｎｓｏｌｉｃｉｔｅｄ　Ｇｒａｎｔ　Ｓｅｒｖｉｃ
ｅ）、ｒｔＰＳ（ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ　Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、ｅｒｔＰＳ
（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｒｔＰＳ）、またはａＧＰ（ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｇｒａｎｔｉｎｇ
　ａｎｄ　Ｐｏｌｌｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅ）のうちの１つである実施形態２３～５８の
いずれかに記載の方法。
【０１５２】
　６０．フローインジケータは、割り当てが、閾値を超えるリアルタイムのランクを有す
るフローのためであるかどうかを示す２ビットのインジケータである実施形態２３～５９
のいずれかに記載の方法。
【０１５３】
　６１．フローインジケータは、アップリンク（ＵＬ）割り当ての意図されるフローイン
ジケータ（ＵＡＩＦＩ）である実施形態２３～６０のいずれかに記載の方法。
【０１５４】
　６２．アップリンク（ＵＬ）の永続的割り当て（ＰＡ）の最大数は、受信されるフレー
ムと無関係である実施形態２３～６１のいずれかに記載の方法。
【０１５５】
　６３．実施形態１～６２の方法のいずれか１つを実行するように構成された無線送受信
ユニット。
【０１５６】
　６４．実施形態１～６２の方法のいずれか１つを実行するように構成された基地局。
【０１５７】
　６５．実施形態１～６２の方法のいずれか１つを実行するように構成されたアドバンス
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【０１５８】
　６６．実施形態１～６２の方法のいずれか１つを実行するように構成されたアドバンス
ト基地局（ＡＢＳ）。
【０１５９】
　６７．実施形態１～６２の方法のいずれか１つを実行するように構成されたｅＮＢ（ｅ
ｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）。
【０１６０】
　特徴および要素が特定の組み合わせで上で説明されているが、当業者は、各特徴または
要素が、単独で、またはその他の特徴および要素との任意の組み合わせで使用され得るこ
とを理解するであろう。加えて、本明細書に記載の方法は、コンピュータまたはプロセッ
サによる実行のためにコンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソ
フトウェア、またはファームウェアで実装され得る。コンピュータ可読媒体の例は、（有
線または無線接続を介して送信される）電子的な信号と、コンピュータ可読ストレージ媒
体とを含む。コンピュータ可読ストレージ媒体の例は、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイ
ス、内蔵ハードディスクおよび取り外し可能なディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、な
らびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）などの光媒
体を含むがこれらに限定されない。ソフトウェアに関連するプロセッサが、ＷＴＲＵ、Ｕ
Ｅ、端末、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータで使用するための無線周波
数トランシーバを実装するために使用され得る。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】



(31) JP 5508552 B2 2014.6.4

【図１Ｃ】 【図２】

【図３】
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